
もの言う牧師のエッセー・・・第３７１話   

コロナは警告する ①「 マシになった世界 」 
  

   ３月１８日、カリフォルニアにロックダウンが宣言された。思った通りマシな世界が現出し

た。日頃混み合う町や道路から車の往来が激減し全米ワーストクラスのスモッグがなくなった。 

イタリアではベネチアの観光客が減り、日頃ゴミだらけの運河がきれいになり魚や海藻が肉眼で見

えるようになった。南アフリカのケープタウンでは交通渋滞を引き起こす名物のペンギンが、車が

なくなったので自由に海岸と巣のある場所を行き来しているという。 

 

 また世界最悪レベルの汚染で知られるインドでは、あまりにひどい大気汚染の深刻さから“ガス室”

とも呼ばれたが、過去２０年で最良の状態となり、北部パンジャブ州ではこれまでスモッグでかす

んでいたヒマラヤ山脈が「はっきり見えた」とのこと。工場からの排水もなくなり、ヒンズー教徒

の聖なる川で知られるガンジス川の水質も改善した。 

 

まだある。私の地元ロスアンゼルスでは、凶暴な麻薬カルテルの資金が例年の倍のペースで次々と

押収され司法関係者を喜ばせている。ロックダウンで銀行やオンラインのシステムが閉鎖されたた

めマネーロンダリングが出来なくなったからだそうな。ヤレヤレ。 

 

もうお分かりいただけただろう。コロナは神からのメッセージだ。「立ち止まってよく考えよ」

と。かつてイスラエルは神の忠告を無視し、やりたい放題の限りを尽くし、巷は暴力で満ち、土地

はやせ衰えた。神はそんな彼らを嫌ってついに投げ捨て、バビロン帝国の手に渡し、７０年間の⾧

きにわたって人々は奴隷となった。なぜか? 

 

「これは、エレミヤにより告げられた主のことばが成就して、この地が安息を取り戻すためであっ

た。この荒れ果てた時代を通じて、この地は七十年が満ちるまで安息を得た。」 

                         第二歴代誌３６章２１節。  

 

これがその答えである。なお、イスラエルが神を信じる人々であったことも覚えよう。彼らは「知

っていながら」神に逆らったので罰も大きかった。我々人類がアホなせいで地球と社会が悲鳴を上

げていることは誰でも知っている。まずキリスト者である我らが共に神に悔い改めよう。そして世

にイエスの福音を知らせよう。さもなくばもっと大変なことになる。                          
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